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公衆衛生看護学方法論Ⅰ(2300252)

公衆衛生看護学方法論Ⅰ(44206)
新谷奈苗
前期 2  選択
木・4

■授業の目標・概要
公衆衛生看護活動の対象となる集団の特性をライフステージから理解し、各ステージ特有の健康課題を把握する基礎的知識を習得

する。また、保健師の行う保健指導の方法論を学び、個人・家族・集団を対象にした健康問題の解決を目指した看護介入の実際と

技術を学び、実践する基礎的知識を身につける。また、地域において展開される成人保健活動において、健康課題を把握するため

に必要となる基礎的知識を習得する。

■学習の到達目標
1.ライフサイクルにおける保健施策および保健師の役割を理解する。 

2.保健指導の目的・相談対応技術・教育対応技術を学ぶ。 

3.個人・家族・集団・コミュニティを対象に展開する支援方法について理解する。 

4.演習を通して基本的な保健指導技術を学ぶ。

■授業方法・形式
講義（一部演習）

■授業計画
第１回　保健指導の基本：保健指導の基本技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第２回　公衆衛生看護における技術：公衆衛生看護に求められる技術および能力　　　　　　　　　　　 

第３回　保健行動理論　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第４回　母子保健指導１： 母子保健施策と保健師の活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

第５回　母子保健指導２： 乳幼児期成長・発達と保健指導                                           

第６回　成人保健指導１：成人保健活動の理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第７回　成人保健指導２：成人保健施策と保健指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第８回　高齢者保健指導１：高齢者保健活動の理念　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第９回　高齢者保健指導２：福祉施策と保健師の活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第10回　高齢者保健指導３：高齢者の生活特性と保健指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第11回　地域精神保健活動：精神障がい者の生活特性と保健師の活動　　　　　　　　　　　　　　　　 

第12回　感染症保健指導：感染症発生時の保健師の活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第13回　難病保健の動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第14回　障がい児の保健指導　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

第15回　まとめ

■成績評価の基準
定期試験50％　演習レポート40％　授業への参加度10％

■授業時間外の課題
予習・復習をして授業に臨み、不明な点については積極的に質問してください。

■メッセージ
講義でお伝えいたします。

■教材・教科書
『標準保健師講座２』　医学書院　 

『標準保健師講座３』　医学書院 
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■参考書


